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QQ AAQA 9
月
定
例
会
議
案

9
月
定
例
会
議
案

質
疑
応
答

質
疑
応
答
（
抜
粋
）

4億14774億1477万円を追加万円を追加
　

令
和
７
年
第
５
回
村
田
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
の

11
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
条
例
の
一
部
改
正

が
２
件
、
補
正
予
算
４
件
、
同
意
２
件
、
報
告
６
件
、
認
定
８
件
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
括
質
疑
２
人
、
一
般
質
問
は
４
人
が
町
の
考
え
や
対

応
を
質
し
ま
し
た
。

一般会計補正予算一般会計補正予算

建設水道課　道路橋りょう費

3億1440万円

主に町道関場線に架かる（関場橋）
橋梁改修事業

9月定例会9月定例会
議案第39号議案第39号

町
道
関
場
線
に
つ
い
て
、
沼
辺
足
立

幹
線
と
交
差
す
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
の
か
ど
う
か
。

足
立
幹
線
の
関
場
工
区
の
関
連
性
は

関
場
線
の
橋
梁
の
改
修
で
、
安
全
で

安
心
な
道
路
環
境
を
提
供
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

商
工
費
、
工
事
請
負
費
２
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
ど
こ
な
の
か
。

観
光
費
の
請
負
費
で
、
姥
ケ
懐
民
話

の
里
、
夫
婦
水
車
の
羽
根
の
部
分
が

破
損
し
、
安
全
性
の
観
点
か
ら
早
急

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

土
木
費
、
公
園
管
理
委
託
料
３
０
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
内
容
は
。

都
市
公
園
は
五
カ
所
あ
り
、
公
園
内

の
危
険
を
伴
う
古
木
、
枯
れ
木
、
支

障
木
等
の
伐
採
で
あ
る
。
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臨時会臨時会

薄木地区産業用地造成予定地

　令和７年第４回村田町議会臨時会は７月２８日に開催されました。この臨時会では宅地
造成事業に係る補正予算１件、財産の取得２件が提案されました。

77007700万円を減額万円を減額
村田町宅地造成事業特別会計補正予算村田町宅地造成事業特別会計補正予算

議案第3４号議案第3４号

薄木地区産業用地造成事業
　年度間の事業見直しのため
７７００万円を減額し、歳入歳
出予算の総額を３億２３１０万
とする。

財政課　村田町宅地造成事業特別会計

議 案 名 採決結果

■議案第35号 財産の取得について
所在地　村田町大字薄木字由ケ沢５番　外１２筆
地　目　畑・田・山林・宅地
地　積　１３，９４６.８３㎡
取得金額　一金１６，６２５，６１６円也
取得の相手方　仙台市在住の男性

原案可決
賛成11：反対0

■議案第36号 財産の取得について
所在地　村田町大字薄木字由ケ沢18番　外２筆
地　目　畑・ため池・山林
地　積　８，６２６㎡
取得金額　一金９，６７１，９０１円也
取得の相手方　角田市在住の女性

原案可決
賛成11：反対0

■議案第34号 令和７年度村田町宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７７００万円を減額するもの

原案可決
賛成11：反対0
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議 案 名 採決結果

認　　定

条　　例（一部改正）

補正予算

■議案第37号 地方公務員の育児休業等に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例

■議案第38号 村田町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固
定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例

原案可決
賛成11：反対0

原案可決
賛成11：反対0

原案可決
賛成11：反対0

原案可決
賛成11：反対0

原案可決
賛成11：反対0

原案可決
賛成11：反対0

議案採決結果議案採決結果議案採決結果議案採決結果議案採決結果議案採決結果議案採決結果議案採決結果

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

■認定第１号 令和６年度村田町一般会計歳入歳出決算認定について

■認定第２号 令和６年度村田町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

■認定第３号 令和６年度村田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

■認定第４号 令和６年度村田町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

■認定第５号 令和６年度村田町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について

■認定第６号 令和６年度村田町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について

■認定第７号 令和６年度村田町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について

■認定第８号 令和６年度村田町工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について

■議案第39号 令和７年度村田町一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4億1477万5千円を追加するもの

■議案第40号 令和７年度村田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4164万2千円を追加するもの

■議案第41号 令和７年度村田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1082万8千円を追加するもの

■議案第42号 令和７年度村田町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5283万3千円を追加するもの



道の駅むらた 民話の里
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定例会の定例会の定例会の定例会の定例会の定例会の定例会の定例会の令和7年第5回令和7年第5回令和7年第5回令和7年第5回令和7年第5回令和7年第5回令和7年第5回令和7年第5回

̶

̶

̶

̶

̶

̶

■報告第７号　令和６年度一般財団法人村田町ふるさとリフレッシュセンター決算報告について
提出された事業報告及び決算書に関する報告

■報告第８号　令和６年度村田町財政健全化判断比率の報告について
実質赤字比率・連結実質比率の赤字なし。実質公債費比率・将来負担比率は早期健全化基準
を下回る。

■報告第９号　令和６年度村田町宅地造成事業特別会計資金不足比率の報告について
資金不足は発生していない

■報告第10号 令和６年度村田町上水道事業会計資金不足比率の報告について
資金不足は発生していない

■報告第11号 令和６年度村田町下水道事業会計資金不足比率の報告について
資金不足は発生していない

■報告第12号 令和６年度村田町工業用水道事業会計資金不足比率の報告について
資金不足は発生していない

■同意第11号 村田町固定資産評価員の選任に同意を求めることについて
村田町固定資産評価員に任命するために議会に同意を求めるもの
氏名　太田　光広（大字村田）

■同意第12号 村田町教育委員会委員の任命について
村田町教育委員会委員に任命するために議会に同意を求めるもの
氏名　山家　浩幸（大字村田）

議 案 名 採決結果

報　　告

同　　意

原案可決
賛成11：反対0

原案可決
賛成11：反対0

一般財団法人村田町ふるさとリフレッシュセンター（委託事業）



審査結果を報告する眞壁監査委員
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Ⅰ　

決
算
審
査
結
果

●
総
括
所
見

⑴
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
決
算

の
実
質
収
支
額
は
、１
億
７
７
０
０

万
４
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
る
。一
方
、単
年
度
収
支
は
△
１
２

２
５
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
積
立
金

を
加
え
た
額
か
ら
財
源
を
補
う
た

め
の
積
立
金
取
り
崩
し
額
を
差
し

引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は
９
６

４
６
万
９
千
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。

　

各
種
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
は
、昨
年
度
基
金
合
計
額
17
億
７

２
３
６
万
７
千
円
に
対
し
、
令
和
６

年
度
末
残
高
は
18
億
８
０
７
６
万

７
千
円
で
、前
年
度
比
１
億
８
３
９

万
９
千
円（
６
・
１
％
）の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

特
に
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み

立
て
に
つ
い
て
は
、
財
政
健
全
化
へ

向
け
た
各
種
事
業
の
取
り
組
み
を

着
実
に
推
し
進
め
た
成
果
で
あ
り
、

大
い
に
評
価
で
き
る
。引
き
続
き
、

財
政
調
整
基
金
の
残
高
の
維
持
・

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑵
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

景
気
回
復
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
町
税
の
大
幅
な
歳
入
増
を
見
込

む
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
企
業
誘
致
の
促
進
や
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
及
び
町
有
資
産
の
有

効
活
用
等
、
自
主
財
源
確
保
へ
の

取
り
組
み
や
、
各
種
シ
ス
テ
ム
関

連
経
費
の
縮
減
に
向
け
た
取
り
組

み
を
継
続
し
て
実
施
さ
れ
た
い
。

　

住
民
の
福
祉
の
増
進
及
び
中
長

期
的
な
振
興
発
展
に
繋
げ
る
た
め

に
は
、
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確

立
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

ら
れ
た
い
。

Ⅱ　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等

審
査
結
果

　

実
質
公
債
費
比
率
が
11
・
４
％

で
前
年
度
比
０
・
２
％
の
増
と
な

っ
た
が
、
将
来
負
担
比
率
は
40
・

１
％
で
、
前
年
度
比
７
・
１
％
の

減
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
を
多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
し

な
が
ら
も
揺
る
ぎ
な
い
形
で
推
進

し
て
も
ら
い
た
い
。

令和６年度

各種会計決算及び財政健全化
判断比率等の審査結果報告
各種会計決算及び財政健全化
判断比率等の審査結果報告

監
査
委
員
の
決
算
・
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
審
査
結
果
報
告

【
眞
壁　

孝　

代
表
監
査
委
員
】

※１　実質公債費比率：一般会計等が負担する地方債の元利償
還金等の実質的な公債費相当額に充当された一般財源（町税、
地方交付税等）の標準財政規模（標準的な規模の収入の額）に
対する比率であり、過去３ヵ年の平均値で表される。
※２　将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき実績的な負
債の標準財政規模（標準的な規模の収入の額）に対する比率で
ある。
※３　地方債許可団体：実質公債費比率が18.0%以上の地方公
共団体。一般的な市町村は、都道府県知事に協議すれば地方債
を発行できる制度となっているが、実質公債費比率が18.0%以
上の市町村は、都道府県知事の許可がなければ地方債を発行で
きないことになっている。

比 率 名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率（宅地造成）

⑥資金不足比率（上水道）

⑦資金不足比率（下水道）

⑧資金不足比率（工水道）

令和６年度 早期健全化基準

̶

̶

11.4％

40.1％

̶

̶

̶

̶

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

20.0％

20.0％

20.0％

20.0％
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令和６年度各種会計決算を認定
　９月定例会において、令和６年度
の一般会計をはじめとした各種会計
決算認定案が８件（左表参照）提案
され、決算審査特別委員会の審査を
経て、本会議において採決されまし
た。一般会計ならびに７会計は全会
一致で認定されました。
　一般会計は、令和５年度に比べ歳
出が２．６％減となっています。令
和６年度の一般会計と特別会計、企
業会計をあわせた歳出総額、いわゆ
る村田町が使ったお金の総額は９８
億２８９０万２千円となりました。

令和6年度各種決算

歳出
総額

億
円認定

前年度比1
. 5%

前年度比1
. 5%

下回る下回る

※１　翌年度に繰り越すべき財源：翌年度へ繰り越された歳出予算の財源に充てる金額。
※２　実質収支額：歳入歳出差引額から事業繰越等に伴い翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた額であり、
　　当該年度に属すべき収入と支出の実質的な差額、すなわち純剰余額又は純損失額を示すものである。
＊端数処理のため、決算書の金額と一致しないことがあります。

一般会計歳出 性質別決算状況の推移

人件費 扶助費・補助費 公債費 物件費 普通建設事業 維持補修費ほか

９8.2９8.2 認定
令和６年度各種会計決算の状況 【単位：千円】

この表は一般会計歳出の性質別決算額の割合を年度ごとに示したものです。

令和５年度
5,990,837千円

671,324千円1,419,180千円1,207,724千円 696,967千円 976,920千円1,018,722千円

639,122千円令和６年度
5,835,645千円

1,437,122千円1,312,178千円 634,028千円 841,252千円971,943千円

職員給、議員
や各種委員の
報酬、地方公
務員共済組合
負担金などの
経費です。

施設の維持補修
費をはじめ、災害
復旧事業、他会
計への繰出金、
積立金などの経
費です。

町が以前に実施し
た事業資金として
借り入れたお金（町
債）の元利償還金
です。

社会保障制度の
一環として、法
律（児童・老人
福祉など）で定
められた経費や
各種補助金など
の経費です。

道路・住宅・公園、
学校、庁舎など公共
用または公用施設の
新増設の建設事業に
要する経費です。

委託料、旅費、備
品購入費、使用料、
電気、水道、消耗品
などの消費的性質
をもつ経費です。

令和４年度
6,053,348千円

1,452,271千円1,187,489千円 587,095千円 985,381千円719,695千円 1,121,417千円

会　計　名
一 般 会 計

小 計

小 計

合 計

会 計 名

特

別

会

計

国民健康保険事業
後期高齢者医療
介護保険事業
宅地造成事業

企

業

会

計

上水道事業（収益的収支）

上水道事業（資本的収支）

下水道事業（収益的収支）

下水道事業（資本的収支）

工業用水道事業（収益的収支）

工業用水道事業（資本的収支）

歳入総額
6,108,169
1,418,602
155,337
1,349,387
80,929

9,112,424

5,835,645
1,407,855
152,805
1,319,996
59,138

8,775,439

95,520

21,683
117,203

177,004
10,747
2,532
29,391
108

219,782

歳出総額 実質収支額※2

収入総額 支出総額 収入支出差引額

翌年度へ繰り
越すべき財源※１

366,698
143,634
315,664
220,630
6,837

1,053,463

397,864
81,033
344,191
136,884
7,223

967,195
10,079,619 9,828,902 117,203 133,514

31,166
△62,601
28,527

△83,746
386
　

△86,268



経常収支比率とは
固定費（人件費＋扶助費＋公債費など）÷収入（町税＋交付税など）×100

町の収入のうち、人件費や借金返済
など必ず出ていくお金の割合を示し
ます。80％くらいが理想とされます
が、90％を超えると自由に使えるお
金が少なくなり、新しい事業に回せる
余裕がなくなります。

自由に使えるお金

収入

固定費
人件費・扶助費・公債費

など
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■
山
家　
　

大　

議
員

予
算
規
模
と
決
算
の
乖
離
に
つ

い
て

　

令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
は
最

終
予
算
額
が
67
億
９
７
０
６
万
円

で
あ
っ
た
が
、
決
算
で
は
歳
入
61

億
８
１
６
万
円
・
歳
出
58
億
３
５

６
４
万
円
に
と
ど
ま
っ
た
。
予
算
と

決
算
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
て
お

り
、
予
算
編
成
や
執
行
に
課
題
が

残
る
。

　

予
算
と
決
算
の
乖
離
を
縮
め
る

た
め
に
は
、
設
計
や
入
札
を
迅
速

に
進
め
、
工
事
管
理
を
徹
底
し
、

物
価
や
施
工
状
況
に
柔
軟
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
改

善
を
図
る
の
か
。

　
当
初
予
算
の
編
成

　

国
の
地
方
財
政
計
画
を
も
と
に

編
成
す
る
が
、
普
通
交
付
税
の
詳

細
は
７
月
ま
で
決
ま
ら
ず
、
不
足
が

出
な
い
よ
う
見
積
も
っ
て
い
る
。

補
正
予
算
で
の
対
応

　

年
度
途
中
に
財
源
の
見
通
し
が

立
っ
た
段
階
で
補
正
予
算
を
組
み
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
事
業

を
進
め
て
い
る
。

令
和
６
年
度
の
取
り
組
み

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
ク
ー
ポ

ン
や
給
付
金
を
実
施
。
財
政
非
常

事
態
宣
言
の
解
除
を
踏
ま
え
、
成

長
と
健
全
化
を
目
指
す
事
業
を
展

開
し
た
。

地
方
債
と
防
災
事
業

　

国
の
補
助
や
有
利
な
地
方
債
を

活
用
し
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
な

ど
防
災
・
減
災
の
事
業
を
前
倒
し
で

実
施
し
、
財
源
の
負
担
軽
減
に
努

め
た
。

事
業
繰
越
と
今
後
の
方
針

　

繰
越
は
法
に
基
づ
き
処
理
し
、
業

者
や
職
員
に
も
配
慮
。
今
後
も
国

の
動
向
を
見
極
め
、
有
効
な
事
業

を
活
用
し
て
財
政
運
営
に
取
り
組

む
。

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
経
常
収
支
比
率

は
91
・
９
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

上
昇
し
た
。
人
件
費
や
扶
助
費
、
公

債
費
な
ど
毎
年
必
要
な
経
費
が
増

え
、
町
税
や
寄
附
金
の
減
少
も
重

な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　　

今
後
、
経
常
経
費
の
伸
び
を
ど

の
よ
う
に
抑
え
て
い
く
の
か
、
そ

の
取
組
方
針
を
伺
う
。

　
経
常
収
支
比
率
の
状
況

　

令
和
４
年
度
91
・
８
％
、
５
年

度
91
・
４
％
、
６
年
度
91
・
９
％

で
、
３
カ
年
平
均
は
91
・
７
％
。

県
内
平
均
93
・
８
％
や
国
の
基
準

95
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
比
較
的

安
定
し
た
水
準
に
あ
る
。

影
響
す
る
要
因

　

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
に
加
え
、
物
件

費
や
補
助
費
、
さ
ら
に
普
通
交
付

税
の
増
減
な
ど
外
部
要
因
の
影
響

も
受
け
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

令
和
２
年
に
「
財
政
健
全
化
計

画
」
を
策
定
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
つ
つ
財
政
の
健
全
化
を

推
進
。
財
政
指
標
の
改
善
や
基
金

の
積
立
を
進
め
て
き
た
。

令
和
６
年
度
の
重
点

　

「
交
流
人
口
の
拡
大
」
「
子
育

て
・
教
育
環
境
の
充
実
」
「
防

災
・
減
災
対
策
」
を
重
点
に
予
算

を
執
行
。
公
共
施
設
の
耐
震
化
な

ど
防
災
事
業
に
も
計
画
的
に
取
り

組
ん
だ
。

今
後
の
方
針

　

財
政
健
全
化
を
進
め
な
が
ら
、

そ
の
成
果
を
示
し
、
新
た
な
投
資

に
よ
っ
て
町
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
。

令和６年度
一般会計決算 総 括 質 疑総 括 質 疑

質
疑

質
疑

財
政
課
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁



小泉地区　第一種住居地域

千塚地区　準工業地域
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人
口
減
少
や
高
齢
化
社
会
は
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
直
接
的
な
影
響
も

た
ら
す
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の

20
年
後
の
将
来
を
見
据
え
た
進
む

べ
き
方
向
性
が
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る
用
途
地
域
指

定
や
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
に

よ
り
明
確
と
な
り
ま
し
た
。

　　

用
途
指
定
に
つ
い
て
石
生
地

区
、旧
金
谷
地
区
住
宅
、旧
第
三

小
学
校
周
辺
の
跡
地
の
一
部
を
第
一

種
住
居
地
域
と
す
る
こ
と
に
よ
る

今
後
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

第
一
種
住
居
地
域
へ
の
変
更
後

は
、
店
舗
等
の
床
面
積
は
３
０
０

０
㎡
ま
で
拡
大
し
、
事
務
所
等
に

つ
い
て
も
床
面
積
は
３
０
０
０
㎡

ま
で
建
築
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
土
地
利
用

の
自
由
度
が
増
し
、
広
域
交
通
網

沿
線
に
お
け
る
、
奥
行
き
の
あ
る

沿
道
利
用
が
可
能
と
な
り
、
地
域

の
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と
も

に
、
民
間
投
資
を
含
め
た
土
地
利

用
の
促
進
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

沼
辺
日
向
地
区
の
白
地
地
域
を

準
工
業
地
域
、
第
二
住
宅
地
域
と

す
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。

　

主
要
地
方
道
亘
理
大
河
原
川
崎

線
の
沿
道
・
土
地
利
用
に
つ
い
て
、

隣
接
す
る
大
河
原
町
と
同
様
の
準

工
業
地
域
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
一
体
感
・
連
続
性
を
伴
っ
た

住
宅
と
商
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

た
利
便
性
の
高
い
土
地
利
用
の
誘

導
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
に
農
振
農
用
地
と

し
て
指
定
さ
れ
た
１
５
０
５
ha
を

今
回
１
０
７
２
ha
に
削
減
し
た

が
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
伺
い
ま
す
。

　

団
地
化
さ
れ
た
優
良
農
地
を
明

確
化
す
る
こ
と
で
、農
業
者
が
規
模

拡
大
や
、新
た
な
作
物
の
導
入
な

ど
、経
営
戦
略
の
柔
軟
性
を
高
め
、

優
良
農
地
を
担
保
に
し
た
融
資
を

受
け
や
す
く
し
、農
地
の
集
約
、集

積
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

農
業
に
適
さ
な
い
土
地
を
農
振

農
用
地
か
ら
除
外
す
る
こ
と
で
、耕

作
放
棄
地
の
解
消
や
企
業
の
進
出
、

住
宅
地
等
の
開
発
が
可
能
と
な
り
、

地
域
の
活
性
化
や
税
収
の
増
加
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
50
年
百
年
先
を
見

据
え
た
長
い
改
革
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
予
算
を
増

額
し
県
下
に
も
誇
れ
る
先
進
的
な

教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
に
つ
れ
、適
正
規

模
校
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
、手
段
と
し
て
、小
中
一
貫
校
や
義

務
教
育
校
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
適
正
規
模
校
の
再

編
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、再
度
検
討
す
る
段
階
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、さ
ら

な
る
少
子
化
が
進
む
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、将
来
を
見
据
え

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
上　
　

登　

議
員

町
土
の
有
効
利
用
に
向
け
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

学
校
教
育
環
境
の
在
り
方

に
つ
い
て

質
疑

質
疑

質
疑

建
設
水
道
課
長
答
弁

教
育
総
務
課
長
答
弁

建
設
水
道
課
長
答
弁

農
林
課
長
答
弁

質
疑



審
査
結
果
を
報
告
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
委
員
長
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令
和
６
年
度
の
村
田
町
各
種
会

計
決
算
に
当
た
り
、
９
月
10
日
に

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
、
そ
の
審
査
を
付
託
す
る
こ
と

を
決
め
、
審
査
委
員
長
に
村
上
登

議
員
、
副
委
員
長
に
菊
地
睦
夫
議

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で

現
地
調
査
を
含
め
て
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
令
和
６
年
度
村
田
町

各
種
会
計
決
算
は
、
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け

る
質
疑
応
答
の
概
要
を
報
告
し
ま

す
。

　
　
　

高
齢
化
や
人
口
減
少
し
た

　
　

場
合
、
個
人
住
民
税
等
の
減

少
に
影
響
す
る
と
思
う
が
、
こ
の

減
少
分
は
地
方
交
付
税
に
よ
り
補

填
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

地
方
交
付
税
は
そ
の
年
度

　
　

ご
と
に
算
定
さ
れ
る
も
の

で
、
需
要
額
か
ら
収
入
額
を
差
し

引
い
た
分
が
措
置
さ
れ
る
。

　
　
　

令
和
６
年
度
の
自
主
財
源

　
　

の
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
理

由
に
つ
い
て
。

　
　
　

実
質
単
年
度
の
収
支
の
算

　
　

定
で
財
政
調
整
基
金
等
を
取

り
崩
し
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
　
　

町
税
の
滞
納
、
滞
納
繰
越

　
　

分
に
つ
い
て
収
納
率
低
下
は

何
が
要
因
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
税
の
滞
納
、
滞
納
繰
越

　
　

分
の
収
納
率
低
下
に
つ
い
て

は
納
付
資
力
の
低
下
や
差
し
押
さ

え
財
産
な
ど
が
な
か
っ
た
こ
と
が

収
納
率
の
低
下
の
一
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
も
の
で
、
今
後
は
滞
納

者
の
財
産
等
調
査
、
納
税
相
談
に

努
め
収
納
率
の
向
上
に
努
め
た

い
。

　
　
　

職
員
の
早
期
退
職
に
よ
り

　
　

人
員
不
足
に
な
る
が
補
充
は
。

　
　
　

再
任
用
や
会
計
年
度
職
員

　
　

に
よ
り
対
応
す
る
ほ
か
年
度

を
通
し
て
採
用
し
て
い
る
。　
　

　
　
　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
現

　
　

在
の
状
況
は
。

　
　
　

普
通
財
産
と
し
て
い
る
が

　
　

道
路
や
水
道
に
問
題
が
あ

る
。　

　
　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
。

　
　
　

福
祉
対
応
の
車
両
で
は
な

　
　

い
た
め
車
椅
子
で
の
利
用
は

で
き
な
い
。

　
　
　

集
会
所
の
数
は
い
く
ら
か
。

　
　
　

町
内
に
25
カ
所
設
置
し
て

　
　

あ
る
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

　
　

の
開
発
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

総
務
省
よ
り
返
礼
品
が
厳

　
　

格
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

慎
重
に
対
応
し
、
拡
充
に
努
め
て

い
る
。

　
　
　

敬
老
会
へ
の
補
助
金
支
給

　
　

は
一
律
で
支
給
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

要
綱
に
沿
っ
て
一
人
当
た

　
　

り
１
８
０
０
円
を
交
付
し
て
い

る
。敬
老
会
は
、10
団
体
が
開
催
し
た
。

　
　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
設

　
　

置
は
な
ぜ
３
カ
所
な
の
か
。

野外活動センター

決 算 審 査 特 別 委 員 会
令 和 ６ 年 度令 和 ６ 年 度

９月10日～9月18日

歳　
　

入

歳　
　

出

問

問問

問問問問問

問問 答

答答

答答答答

答答

総
務
費

民
生
費
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国
の
補
助
に
よ
り
介
護
予

　
　

防
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
た
も
の
で
、
沼
辺
、
小
泉
、
村

田
の
３
カ
所
に
あ
る
。

　
　
　

一
人
暮
ら
し
緊
急
通
報
シ

　
　

ス
テ
ム
の
利
用
者
数
は
何
人

か
。

　
　
　

高
齢
者
の
病
気
な
ど
に
よ

　
　

り
日
常
生
活
の
危
険
防
止
を

目
的
と
し
て
、
民
生
員
、
区
長
、

包
括
支
援
員
で
協
議
し
て
設
置
す

る
も
の
で
、
現
在
の
利
用
者
は
９

人
。

　
　
　

民
生
児
童
委
員
の
相
談
内

　
　

容
は
。

　
　
　

一
人
暮
ら
し
や
介
護
へ
の

　
　

相
談
な
ど
で
、
特
に
加
齢
に

よ
る
不
安
の
相
談
が
多
い
。

　
　
　

生
活
保
護
の
要
因
は
社
会

　
　

的
な
も
の
か
、
経
済
的
な
も

の
な
の
か
。

　
　
　

相
談
内
容
に
よ
り
一
律
で

　
　

は
な
い
、
相
手
の
プ
ラ
イ
ド

に
気
を
配
り
対
応
し
て
い
る
。

　

短
期
、
長
期
な
ど
条
件
が
あ
り

給
付
決
定
後
も
聞
き
取
り
調
査
が

あ
る
。　

　
　
　

不
法
投
棄
の
防
止
と
追
跡

　
　

調
査
に
つ
い
て
。

　
　
　

定
期
的
に
県
と
一
緒
に
実

　
　

施
し
て
い
る
。　

　

廃
棄
物
に
身
元
が
確
認
さ
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
と
き
は
警
察
に
通

報
し
対
処
す
る
。

　
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
太

　
　

陽
光
発
電
の
設
置
相
談
は
何

件
か
。

　
　
　

条
例
に
基
づ
き
５
件
の
申

　
　

請
が
あ
っ
た
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に

　
　

つ
い
て
、
平
成
19
年
度
生
ま

れ
の
対
象
者
43
人
中
32
人
と
高
い

接
種
率
と
考
え
る
が
、
町
の
分
析

は
。

　
　
　

案
内
に
よ
っ
て
対
象
者
が

　
　

自
分
の
該
当
を
認
識
し
た
こ

と
や
、
継
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、

さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
影
響
な

ど
が
、
高
い
接
種
率
の
要
因
に
な

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

放
射
能
に
対
す
る
意
識
が

　
　

薄
れ
て
き
て
い
る
が
、
数
値

の
測
定
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

学
校
給
食
で
は
令
和
６
年

　
　

度
に
４
回
実
施
し
た
。

　
　
　

町
営
墓
地
の
墓
じ
ま
い
が

　
　

12
件
、
そ
の
他
空
地
と
な
っ

た
部
分
の
使
用
に
つ
い
て
。

　
　
　

更
地
と
な
っ
た
部
分
は
区

　
　

画
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

所
有
者
不
明
が
１
１
７
件
あ
り

区
画
が
確
定
さ
れ
ず
再
利
用
に
至

っ
て
い
な
い
。

　
　
　

　
　
　

東
足
立
稲
荷
山
の
産
業
廃

　
　

棄
物
の
処
理
状
況
は
。

　
　
　

産
業
廃
棄
の
総
量
は
３
万

　
　

７
２
４
㎥
、
令
和
６
年
度
の

処
理
量
は
２
７
０
０
㎥
で
８
年
の

延
長
が
認
め
ら
れ
て
毎
年
２
６
０

０
㎥
の
処
理
で
令
和
14
年
度
に
完

了
と
な
る
。

　
　
　

遊
休
農
地
、耕
作
放
棄
地

　
　

に
つ
い
て
管
理
の
状
況
か
ら

不
公
平
感
が
あ
る
。

　
　
　

宅
地
、
農
地
の
違
い
に
よ

　
　

る
税
負
担
に
つ
い
て
は
、
現

地
調
査
を
行
い
非
農
地
等
の
判
断

を
し
て
、
公
正
公
平
に
努
め
て
い

る
。

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

の
農
業
支
援
に
つ
い
て
。

　
　
　

特
産
物
の
生
産
に
は
多
く

　
　

の
支
援
が
必
要
で
、
農
家
か

ら
は
好
評
を
得
て
い
る
。

問

問問

問問

問

問 問

問

問問

答

答答答

答答

答

答答

答

答

答

衛
生
費

農
林
水
産
費
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澄
川
土
地
改
良
区
の
町
負

　
　

担
金
に
つ
い
て
は
、
財
政
面

で
改
善
が
図
ら
れ
れ
ば
不
要
と
す

る
と
し
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

　　
　
　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
費

　
　

用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
補
助

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　

田
ん
ぼ
の
雑
草
対
策
で

　
　
「
草
ネ
ム
」
が
発
生
し
て
い

る
。
こ
の
種
子
が
混
入
す
る
こ
と

で
米
の
品
質
低
下
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
が
、
対
策
は
。

　
　
　

警
戒
す
る
と
と
も
に
防
除

　
　

対
策
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

不
登
校
に
つ
い
て
、
小
学

　
　

校
は
４
人
減
だ
が
、
中
学
校

に
つ
い
て
は
17
人
と
増
加
し
て
い

る
が
、
対
策
は
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　

を
派
遣
し
個
別
に
対
応
し
て

い
る
。

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
破
損

　
　

し
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　

状
況
に
よ
っ
て
は
使
用
者

　
　

負
担
も
あ
る
が
、
主
に
町
が

対
応
す
る
。

　
　
　

町
道
改
修
促
進
に
つ
い

　
　

て
。

　
　
　

地
元
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

　
　

件
な
ど
順
次
整
備
を
進
め

る
。

　
　
　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修

　
　

に
つ
い
て
。

　
　
　

倒
壊
防
止
予
防
対
策
と
し

　
　

て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後

県
と
合
同
調
査
を
実
施
す
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
最
終

日
の
９
月
18
日
に
現
地
視
察
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、や
ま
し
ょ
う
記
念
館

と
改
修
後
の
沼
辺
地
区
公
民
館

の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

沼辺地区公民館

やましょう記念館

令和６年度各種会計歳入歳出決算認定に対する意見
１．廃棄物の不法投棄撲滅の徹底を図るため、各関係機関と連携し、更なるパトロールの強化や監視カメ

ラ設置等の対策を講じ、廃棄物投棄の防止に努めること。
２．再生可能エネルギー発電施設の設置・管理・届出等については、条例に基づく厳正なる審査を行うと
ともに、設置による災害の予防だけでなく、景観や自然環境及び生活環境の保全に対して十分な配慮
に努め、適切に対応すること。

村田町議会決算審査特別委員会　委員長 村上　登

問

問問

問問 問答答

答

答

答答

教
育
費

土
木
費
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一般質問とは、議員が町長や教育長などの執行機関に対し、事務の
執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問を質すこと、あるいは
報告や説明を求めることを言います。

一般質問とは？

9
月
議
会
一
般
質
問

ズ
バ
リ
！ 

町
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！ 

町
政
を
問
う

● 髙 橋　　 勝 議員 （１4ページ）
１．小学校・中学校における不登校対策は

● 太 田　初 美 議員 （１5ページ）
１．ふるさと納税寄附金使途の可視化と基金の設置
　について

● 菊 地　睦 夫 議員 （１6ページ）
１．高齢者の健康寿命延伸と保健事業と介護予防の
　一体的推進について

● 村 上　　 登 議員 （１7ページ）
１．林野火災発生時における林道などの整備について



村田小学校

ケアハウス
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一
　
般
　
質
　
問

　

令
和
７
年
２
月
時
点
で
本

町
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

小
学
校
16
人
、
中
学
校
24
人

と
全
校
生
徒
数
か
ら
見
る
と

少
な
く
な
い
人
数
と
な
っ
て

い
る
。

　

様
々
な
理
由
や
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
児
童
生
徒

や
保
護
者
を
支
え
る
仕
組
み

を
作
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。

　

今
現
在
、
本
町
の
小
学
校
・

中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
の

児
童
生
徒
の
人
数
は
。

　　

令
和
７
年
７
月
現
在
、
小

学
校
で
５
人
、
中
学
校
で
４

人
と
な
っ
て
い
る
。

　　

不
登
校
対
策
と
し
て
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　　

児
童
生
徒
に
応
じ
て
き
め

細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

児
童
生
徒
が
欠
席
し
た
際

は
、
担
任
が
電
話
に
よ
り
状

況
把
握
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
家
庭
訪
問
を
実
施
す
る

な
ど
早
期
対
応
に
努
め
て
い

る
。

　

登
校
出
来
て
も
教
室
に
入

れ
な
い
児
童
生
徒
は
、
全
て

の
学
校
に
あ
る
別
室
教
室
で

学
習
し
て
い
る
。

　

登
校
が
出
来
な
い
児
童
生

徒
は
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
学
習

支
援
、
相
談
業
務
を
行
い
、

居
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。

　

児
童
生
徒
や
保
護
者
に
寄

り
添
い
、
心
の
回
復
を
待
て

る
学
校
に
変
え
て
い
く
必
要

は
。

髙 橋 　 勝議員
たかはし まさる

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支

援
は
「
学
校
に
登
校
す
る
」

と
い
う
結
果
の
み
を
目
標
と

す
る
の
で
は
な
く
、
特
に
義

務
教
育
は
、
児
童
生
徒
の
能

力
を
伸
ば
し
つ
つ
、
自
律
的

に
生
き
る
基
礎
を
養
う
な
ど
、

そ
の
役
割
は
大
き
い
こ
と
か

ら
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
り
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
に
寄
り
添
い
支
援
し
て
い

く
。

　

介
護
休
業
制
度
の
基
準
に

該
当
す
れ
ば
不
登
校
児
童
生

徒
も
介
護
を
必
要
と
す
る
対

象
と
な
っ
た
が
保
護
者
に
対

し
て
具
体
的
な
支
援
策
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
制
度
の
周
知
徹
底
は
。

　

保
護
者
は
、
精
神
的
に
も

大
き
な
苦
労
を
抱
え
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
悩
み

を
抱
え
て
孤
立
し
な
い
よ
う
、

適
切
な
情
報
提
供
や
相
談
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
制
度

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

現
在
の
児
童
生
徒
数
に
対

し
て
教
員
の
人
数
は
足
り
て

い
る
の
か
。

　

国
が
示
し
て
い
る
各
学
校

の
学
級
数
に
対
す
る
教
員
の

定
数
は
適
正
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
教
員
は
児
童
生
徒
と

の
関
わ
り
以
外
に
、
従
事
す

る
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、

各
学
校
に
教
育
支
援
員
を
配

置
し
、
児
童
生
徒
に
寄
り
添

う
教
育
に
努
め
て
い
る
。

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

質
問
１

質
問
2

質
問
3

質
問
4

質
問
5

小学校・中学校における
不登校対策は



村田町返礼品の一例

15 村田町議会だより　第147号

一
　
般
　
質
　
問

　

２
０
０
８
年
に
導
入
さ
れ

た
ふ
る
さ
と
納
税
は
都
市
部

に
遍
在
す
る
税
収
の
是
正
と

分
配
が
一
つ
の
目
的
で
し
た
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
で

財
政
運
営
が
厳
し
さ
を
増
す

中
、地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
今
や
欠
か

せ
な
い
自
主
財
源
と
な
っ
た
。

ま
た
、
足
元
の
需
要
が
先
細

る
地
場
産
業
に
と
っ
て
、
貴

重
な
販
路
と
地
域
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

２
０
２
１
年
度
の
約
３
億
円

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
２
０
２

４
年
度
は
１
億
５
０
０
０
万

円
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
だ
。

今
後
ど
う
対
策
を
講
じ
て
い

く
の
か
。

　

本
町
に
は
人
気
の
あ
る
海

産
物
や
家
電
製
品
を
返
礼
品

と
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ

う
し
た
中
、「
お
米
」
に
対
す

る
寄
附
件
数
が
大
き
く
伸
び

た
。
返
礼
品
が
定
期
的
に
届

く
「
定
期
便
」
も
力
を
入
れ

寄
附
金
増
額
に
努
め
て
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の

使
途
と
予
算
の
配
分
は
、
ど

の
様
な
協
議
を
経
て
決
め
て

い
る
の
か
。

　

寄
附
金
は
予
算
上
一
般
財

源
と
し
て
措
置
し
て
い
る
。

使
途
を
指
定
し
た
方
の
分
は
、

施
策
事
業
等
の
一
般
財
源
に

充
当
し
寄
附
者
の
意
向
を
確

実
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を

活
用
し
た
事
業
の
詳
細
と
投

資
額
は
い
く
ら
な
の
か
。

　

２
０
２
３
年
度
の
寄
附
金

総
額
２
億
２
９
０
０
万
円
の

内
、
少
子
高
齢
化
対
策
事
業

の
寄
附
割
合
は
20
・
9
%
。

地
域
産
業
の
振
興
は
7
・
9

％
で
指
定
な
し
寄
附
割
合
は

50
・
０
％
で
あ
る
。

　

新
た
な
返
礼
品
に
、
町
に

寄
贈
さ
れ
た
大
養
さ
ん
の
旧

商
家
の
一
棟
貸
出
し
や
、
セ

リ
栽
培
農
家
の
セ
リ
活
用
策

も
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

　

大
養
家
は
、
建
築
物
、
文

化
的
価
値
を
含
め
検
討
し
て

い
く
。
セ
リ
は
地
場
産
品
と

し
て
町
、
担
当
課
と
も
に
認

識
し
て
お
り
事
業
化
に
向
け

検
討
し
て
い
く
。

　

寄
附
金
が
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
、
ど
う
成
果
を
生
ん

だ
の
か
。
明
確
な
報
告
に
よ

り
行
政
の
透
明
性
が
高
ま
り

寄
附
者
の
行
政
に
対
す
る
信

頼
が
醸
成
さ
れ
る
。
寄
附
金

使
途
の
更
な
る
見
え
る
化
の

取
り
組
み
は
ど
う
考
え
る
の

か
。

　

寄
附
者
の
６
割
以
上
の
方

が
使
い
道
の
指
定
な
し
の
寄

附
で
あ
る
。こ
の
状
況
か
ら
、

使
途
を
限
定
し
地
域
の
課
題

を
示
し
共
感
を
得
た
方
々
に

対
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

イ
ン
グ
制
度
の
手
法
も
あ
り
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
た
場
合

事
業
進
捗
や
報
告
が
重
要
と

な
り
事
業
展
開
が
見
い
だ
さ

れ
た
場
合
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
基
金
で

運
営
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
本
町
で
も
、
条

例
を
制
定
し
基
金
で
運
用
す

べ
き
と
思
う
が
。

　

寄
附
金
は
、
各
種
事
業
に

速
や
か
に
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
基
金
と
し

て
積
み
立
て
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ふるさと納税寄附金使途の
可視化と基金の設置について

質
問
1

質
問
2

質
問
3

追
質
問

追
々
質
問

追
々
質
問

町
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁

太 田 初 美議員
おおた はつみ
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一
　
般
　
質
　
問

　

近
年
、
全
国
的
に
高
齢
者

の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り

組
み
が
活
発
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
介
護
予
防
や
生

活
習
慣
の
改
善
を
目
的
と
し

た
保
健
事
業
、
あ
る
い
は
フ

レ
イ
ル
予
防
と
し
て
運
動
や

食
事
、
口
腔
機
能
維
持
に
関

す
る
教
室
な
ど
、各
地
で
様
々

な
実
践
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
国
は
保
健
事
業
と

介
護
予
防
を
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
、
個
別
支
援
と
住

民
参
加
型
の
両
面
か
ら
の
取

り
組
み
を
重
視
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

本
町
で
令
和
６
年
度
か
ら

始
め
た
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
委
託
に
よ
り
健
診
結
果

や
医
療
保
険
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
な
が
ら
保
健
事
業
と
介

護
予
防
を
一
体
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
高
齢
者
が
自
立
し

て
生
活
す
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
令
和
６

年
度
、
健
康
状
態
不
明
者
の

支
援
と
し
て
、
個
別
訪
問
対

象
者
へ
の
実
態
調
査
を
28
名

の
方
に
実
施
し
、
健
診
や
病

院
受
診
・
介
護
関
連
の
情
報

提
供
を
行
い
な
が
ら
健
康
状

態
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
の
通
い
の
場

等
と
し
て
、
体
力
測
定
・
運

動
・
栄
養
・
口
腔
等
の
健
康

教
育
、
健
康
相
談
を
目
的
に

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
を
年
間

13
回
実
施
し
、
述
べ
１
３
８

名
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
介
護
予
防
教
室

に
つ
い
て
も
２
教
室
を
年
間

34
回
実
施
し
、
延
べ
５
２
１

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
、
個
別

支
援
や
健
康
教
室
に
お
い
て

事
業
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

菊 地 睦 夫議員
きくち むつお

　

本
町
に
お
け
る
後
期
高
齢

者
の
健
康
課
題
に
は
、
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

　

本
町
の
後
期
高
齢
者
の
健

康
課
題
を
把
握
す
る
た
め
に
、

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ

ム
か
ら
抽
出
デ
ー
タ
を
基
に

分
析
し
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
課
題
の
特
徴
は
、
骨

折
を
含
む
筋
・
骨
格
に
関
わ

る
医
療
費
が
高
い
こ
と
や
、

運
動
習
慣
が
少
な
く
筋
力
低

下
や
転
倒
な
ど
か
ら
要
介
護

状
態
を
招
く
可
能
性
が
あ
る

こ
と
。

　

ま
た
、
健
診
受
診
者
よ
り

健
診
未
受
診
者
の
方
が
医
療

費
が
高
く
、
健
康
状
態
不
明

者
が
生
活
習
慣
病
や
要
介
護

状
態
等
、
重
症
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
。

　

歯
科
受
診
率
が
低
く
、
口

腔
機
能
の
衰
え
か
ら
全
身
の

フ
レ
イ
ル
に
つ
な
が
り
、
要

介
護
状
態
に
陥
る
危
険
性
が

あ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
本
町
に

お
け
る
特
徴
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
高
齢
者
そ
れ
ぞ
れ
の

リ
ス
ク
を
把
握
し
、
状
態
に

応
じ
た
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高齢者の健康寿命延伸と
保健事業と介護予防の
一体的推進について

質
問
1

質
問
2

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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一
　
般
　
質
　
問

  　

日
本
各
地
で
林
野
火
災
発

生
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　

本
町
は
山
林
が
多
く
、
過

去
に
は
２
日
間
に
わ
た
る
林

野
火
災
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
は
延
焼
防
止
活
動
と
と

も
に
迅
速
な
消
火
活
動
が
行

わ
れ
、
町
民
の
安
心
安
全
が

確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

消
火
資
機
材
や
消
火
作
業

に
あ
た
る
消
防
団
員
を
搬
送

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

町
が
管
理
し
て
い
る
林
道

や
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る

山
林
の
管
理
道
路
が
あ
る
が
、

災
害
時
や
緊
急
時
、
緊
急
車

両
等
を
搬
入
す
る
際
の
整
備

状
況
は
。

　

ま
た
、
個
人
所
有
の
管
理

道
路
は
、
町
か
ら
整
備
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

町
が
管
理
す
る
林
道
は
４

路
線
で
総
延
長
は
６
㎞
と
短

く
、
町
内
全
域
に
あ
る
３
７

８
９
ha
あ
る
森
林
す
べ
て
の

林
野
火
災
に
は
対
応
で
き
な

い
。

　

消
火
活
動
時
に
は
隣
接
す

る
農
道
・
町
道
を
使
用
す
る

と
と
も
に
、
山
林
内
の
作
業

道
路
等
を
フ
ル
活
用
し
消
火

活
動
に
あ
た
り
た
い
。

　

個
人
所
有
の
山
林
の
作
業

道
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
町

と
し
て
そ
の
管
理
状
況
の
把

握
に
努
め
、
技
術
指
導
や
支

援
策
を
積
極
的
に
提
供
し
て

い
き
た
い
。

　

近
年
、
山
林
に
入
っ
て
い

く
際
に
、
下
草
や
笹
竹
に
覆

わ
れ
て
お
り
大
変
苦
労
す
る

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
有
地
も
含
め
て
山
に
入

り
や
す
い
状
況
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
管
理
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

山
林
の
作
業
道
路
は
、
国

や
県
ま
た
は
各
地
区
の
生
産

森
林
組
合
が
設
置
し
て
い
る

も
の
で
、
個
人
が
設
置
し
て

い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

作
業
道
路
や
林
道
は
消
火

活
動
や
延
焼
防
止
の
た
め
の

防
火
帯
設
置
に
伴
う
伐
採
作

業
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
、

林
野
火
災
の
発
生
時
に
は
消

防
署
や
生
産
森
林
組
合
と
連

携
を
図
り
迅
速
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

林野火災発生時における
林道などの整備について

質
問

追
質
問

町
長
答
弁

農
林
課
長
答
弁

村 上 　 登議員
むらかみ のぼる

林
野
火
災
時
に
お
け
る

林
道
な
ど
の
整
備



売払い年度 土地の所在

沼辺字舘前地内

村田字西原地内

小泉字川原田地内

菅生字湯沢山地内

令和６年度

令和７年度

用悪水路

原野

宅地

雑種地

2.16㎡

21㎡

26.08㎡

182㎡

3,024円

33,075円

165,660円

149,968円

地　目 面　積 売買金額
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都市計画事業について（8月5日実施）

■
普
通
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

　

町
が
所
有
す
る
公
有
財
産

は
、行
政
財
産
と
普
通
財
産
に

区
分
さ
れ
る
。行
政
財
産
の
主

な
も
の
は
学
校
、公
営
住
宅
、公

園
な
ど
の
公
共
の
用
に
供
さ
れ

る
施
設
で
あ
り
、私
権
を
設
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、普

通
財
産
は
、行
政
財
産
以
外
の

財
産
で
交
換
・
譲
与
・
私
権
の
設

定
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

○
公
共
物
使
用
許
可

　

使
用
料
収
入
見
込
額

　
（
令
和
７
年
７
月
末
現
在
）　

　

3
8
4
，3
1
2
円　

68
件

※
令
和
６
年
度
収
入
済
額　
　

　

3
8
0
，4
1
6
円　

67
件

　

用
途
に
つ
い
て
は
、主
に
、住

宅
へ
の
通
路
・
上
下
水
道
管
の

敷
設
・
電
柱
建
柱
等

○
委
員
会
所
見

　

普
通
財
産
の
適
切
な
管
理
と

と
も
に
未
利
用
地
の
有
効
活
用

と
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
観

点
か
ら
普
通
財
産
の
売
払
い
に

つ
い
て
は
、今
後
と
も
村
田
町

普
通
財
産
売
払
実
施
要
綱
に
基

づ
き
、適
正
な
価
格
に
よ
り
行

わ
れ
た
い
。

　

ま
た
、法
定
外
公
共
物（
里

■
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て

１
．
都
市
計
画
の
状
況

　

村
田
町
の
都
市
計
画
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
き
、
昭
和
24

年
４
月
に
計
画
決
定
、
昭
和
46

年
12
月
の
変
更
に
よ
り
行
政
区

域
７
，８
４
１
ha
の
う
ち
足
立
の

保
安
林
と
北
向
地
区
を
除
く

６
，７
７
５
ha
を
都
市
計
画
区
域

と
し
て
指
定
。

　

し
か
し
、
各
自
治
体
の
区
域

を
越
え
た
日
常
生
活
圏
が
形
成

さ
れ
て
き
て
い
る
実
態
を
鑑
み
、

平
成
25
年
３
月
に
宮
城
県
で
制

度
見
直
し
が
行
わ
れ
、
８
市
町

の
都
市
計
画
区
域
を
一
体
化
し

「
仙
南
広
域
都
市
計
画
区
域
」

と
呼
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
．
用
途
地
域
の
状
況

　

近
年
の
広
域
交
通
網
の
変
化

や
土
地
利
用
の
動
向
を
鑑
み
、

令
和
５
〜
７
年
度
に
お
い
て
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び

用
途
地
域
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。

３
．
都
市
計
画
道
路

　

計
画
路
線
は
７
路
線
、
計
画

延
長
は
21
・
63
㎞
。
う
ち
改
良

済
延
長
６
・
11
㎞
（
28
・
３
％
）、

概
成
済
延
長
４
・
99
㎞
（
23
・

０
％
）

４
．
都
市
公
園（
次
の
５
カ
所
）

　

相
山
公
園
5
・
20 

ha
、
塩

道
・
水
路
）、公
共
物
使
用
許
可

等
に
つ
い
て
は
、所
管
課
と
連

携
し
適
正
な
処
分
及
び
管
理
に

努
め
ら
れ
た
い
。

○
町
有
財
産
売
払
い
実
績
額

内
公
園
3
・
90 

ha
、
北
沢
公

園
１
・
60 

ha
、
城
山
公
園

6
・
12 

ha
、
新
小
谷
地
公
園

0
・
1４ 

ha

５
．
現
在
の
事
業
進
捗
状
況

•
都
市
計
画
道
路
小
池
石
生
線

　

用
地
取
得
が
完
了
し
た
た
め

令
和
７
年
度
は
、
小
池
地
区

の
交
差
点
改
良
工
事
の
外
、

各
種
施
工
予
定
。

•
沼
辺
足
立
幹
線（
関
場
工
区
）

　

村
田
町
北
部
と
南
部
を
結
ぶ

幹
線
道
路
で
あ
り
、
将
来
的

な
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
委
員
会
所
見

　

都
市
計
画
事
業
は
、
８
市
町

の
日
常
生
活
圏
の
実
態
か
ら
も

仙
南
広
域
で
の一体
化
を
期
待
し

た
い
。

　

ま
た
、
都
市
公
園
整
備
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
は
、
住
民

満
足
度
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て

お
り
、
快
適
さ
、
住
み
や
す
さ

の
点
か
ら
も
期
待
度
は
高
い
と

考
え
る
。

通財産の管理について（8月7日実施）
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健康対策について（8月8日実施）

健
康
対
策
に
つ
い
て

■
財
源

　

一
般
会
計
で
国
や
県
の
補
助

を
受
け
運
営
し
て
い
る
事
業

と
、健
診
な
ど
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
で
運
営
し
て
い

る
事
業
が
あ
る
。

■
主
な
保
健
事
業

•
健
康
増
進
事
業

　

健
康
習
慣
改
善
と
生
活
習
慣

病
予
防
。

•
母
子
保
健
事
業

　

母
子
支
援
と
歯
の
健
康
強

化
。

•
健
康
診
査
事
業

　

健
診
受
診
率
向
上
と
保
健
指

導
。

•
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
事
業

　

心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
支
援

体
制
強
化
。

•
感
染
症
予
防
事
業

　

帯
状
疱
疹
体
制
整
備
と
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
向
上
。

•
救
急
医
療

　

初
期
・
一
次
・
二
次
救
急
の
連

携
強
化
。

■
健
康
診
査
等
受
診
率（
令
和

６
年
）

　

特
定
健
康
診
査　

 

44
・
９
％

　

青
年
期
健
診　
　

 

４
・
１
％

　

後
期
高
齢
者
健
診 

29
・
４
％

○
委
員
会
所
見

　

本
町
の
医
療
費
は
県
内
で
最

も
高
く
、そ
の
理
由
を
が
ん
患

者
の
増
加
や
特
定
の
方
の
高
額

治
療
費
と
し
て
い
る
が
、こ
れ

は
ど
の
市
町
村
に
も
共
通
す
る

要
素
で
本
町
特
有
で
は
な
く
、

要
因
の
分
析
と
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　

健
診
受
診
率
に
つ
い
て
は
高

受
診
率
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
し
つ
つ
、健
診
後
の
生
活
習

慣
改
善
に
も
継
続
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　

食
育
推
進
で
は
、物
価
高
騰

へ
の
配
慮
が
必
要
。ま
た
、小
学

校
低
学
年
か
ら
の
朝
食
推
進
や

野
菜
摂
取
の
啓
発
を
強
化
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

【
研
修
日
】令
和
７
年
８
月
28
日（
木
）

【
会　
　

場
】渋
谷
公
会
堂（
東
京
都
）

【
研
修
参
加
者
】村
上
登　
鈴
木
宏　
大
久
保
廣
信　
山
家
寛
二

【
研
修
内
容
】

１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
足
し
て
読
ま
れ
る
広
報
紙

に
し
よ
う

２
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
撮
影
技
術
・
動
画

作
成
の
基
本

３
議
会
活
性
化
と
連
動
し
た
広
報
紙
づ
く
り

【
所　
　

見
】

　

全
国
町
村
議
会
議
長
主
催
に
よ
る
町
村
議
会
広
報
研

修
会
に
参
加
し
て
、
議
会
活
動
と
連
動
し
た
広
報
紙
づ

く
り
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
活
用
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
動
画
作
成
の
基
本
に
つ
い
て
講
義
い
た

だ
き
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
表
紙
や
特
集
記
事
を
取
り
入

れ
る
等
、
地
域
住
民
の
方
々
が
政
治
や
議
会
活
動
に
参

加
し
や
す
く
、
馴
染
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
す
る
た

め
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

令和7年度  町村議会広報研修会



議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
　
加
藤
　
喜
太
郎

　

10
月
に
入
り
、朝
晩
が
涼
し
く
な
っ
て
よ
う
や

く
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。し
か
し
夏
の
暑
さ
の
せ
い
か
、木
の
葉
が
色

ず
く
前
に
散
っ
て
い
く
ち
ょっ
と
寂
し
い
秋
。世
の

中
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

総
理
大
臣
も
変
わ
り
、今
後
の
日
本
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、国
民
の
だ
れ
も
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

村
田
町
に
は
、大
養
家
よ
り
蔵
屋
敷
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。歴
史
的
に
も
価
値
の
あ
る
建

物
の
よ
う
で
、隣
り
の
や
ま
し
ょ
う
記
念
館
と
あ

わ
せ
て
蔵
の
街
並
み
の
未
来
構
想
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。今
後
町
が
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く

の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

道
路
の
拡
張
に
、新
し
い
橋
な
ど
、９
月
議
会

で
も
村
田
町
の
様
々
な
変
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

村
田
町
議
会
と
し
て
も
、し
っ
か
り
見
守
り
支
え

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

わ
た
し
の
思
い

わ
た
し
の
思
い

村
田
町
に
感
謝

赤
間
　 

勝
信 

さ
ん（
荒
町
）

あ
か
ま

か
つ
の
ぶ

発行・編集責任者
議　　長　遠藤　　実

議会広報編集特別委員会
委 員 長　髙橋　　勝
副委員長　山家　寛二
委　　員　加藤喜太郎
委　　員　大久保廣信
委　　員　山家　　大
委　　員　鈴木　　宏
委　　員　鈴木　正信
委　　員　菊地　睦夫
委　　員　村上　　登

　

村
田
町
に
住
ん
で
早
や
五
十
一
年

に
な
り
ま
す
。

　

出
身
地
は
静
岡
県
の
「
森
の
石
松
」

の
出
身
地
、
遠
州
森
町
で
す
。

　

東
北
は
寒
い
と
い
う
印
象
で
し

た
。

　

冬
の
雪
の
朝
、
起
き
て
び
っ
く
り
、

雪
景
色
に
び
っ
く
り
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
が
東
北
の
冬
で
す
ね
。

　

静
岡
で
は
雪
が
降
る
こ
と
は
な
い

で
す
。

　

親
戚
の
人
や
、
地
域
の
人
達
が
遠

く
か
ら
来
た
わ
た
し
に
本
当
に
親
切

で
親
し
く
し
て
も
ら
い
今
日
ま
で
楽

し
く
生
活
を
し
て
ま
す
。

　

地
域
で
は
早
く
か
ら
老
人
会
に
入

り
月
一
度
の
「
憩
い
の
家
」
で
の
会

合
が
楽
し
み
で
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
り
し
て
み
ん

な
と
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。

　

村
田
町
の
歴
史
を
調
べ
る
と
紅
花

で
栄
え
た
町
で
蔵
の
町
並
み
、
本
当

に
す
ば
ら
し
い
で
す
。

　

秋
の
陶
器
市
で
全
国
の
陶
芸
家
が

集
ま
り
町
並
み
は
人
で
あ
ふ
れ
て
一

本会議の様子をインターネット中継で配信します。

本会議の日程については、
町ホームページの「本会議開催予定表」で

詳しくお知らせしています。

村田町ホームページアドレス（下記）より
https://www.town.murata.miyagi.jp/
コンテンツ「議会」から「議会中継」へ

アクセスしてください。

次の定例会は
12月9日より開会予定です

次の定例会は
12月9日より開会予定です

議会を傍聴しませんか。
議会はどなたでも傍聴できます。

杯
で
す
。

　

我
が
家
の
空
き
店
舗
を
貸
し
て
い

ま
す
の
で
全
国
の
陶
芸
家
の
人
達
と

接
す
る
の
が
楽
し
み
、
以
前
に
店
を

貸
し
た
人
に
逢
っ
て
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

　
「
道
の
駅
」
毎
回
い
ろ
い
ろ
の
催

物
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
す
る
の

で
他
町
村
や
仙
台
市
か
ら
も
多
く
の

人
達
が
来
て
お
り
ま
す
。

　

村
田
町
は
高
齢
者
が
多
く
な
り
、

人
生
の
先
輩
の
人
達
と
接
し
て
い
ろ

い
ろ
と
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
と
仲
良
く

し
て
村
田
町
の
良
い
所
を
多
く
の
人

に
語
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
田
町
が
第
二
の
「
ふ
る
さ
と
」

で
す
。
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～「わたしの思い」を募集します～～「わたしの思い」を募集します～

対 象 者
町内に住所を有する方
※顔写真と氏名（ふりがな）、行政区を掲載することにご了
承いただける方に限る。

※掲載号に希望がない方は随時募集させていただきます。
（応募者多数の場合は広報委員会にて選考させていただ
きます）

mura-gik@town.murata.miyagi.jp
〒989-1392　
宮城県柴田郡村田町大字村田字迫6番地 議会事務局

募集期間

内 容

申し込み
方 法

２月１日発行号：令和７年12月26日正午まで

ご自身の趣味や仕事、日ごろの思い等を400～
500文字程度で記載し、写真等を添付してくだ
さい。

上記の内容を明記のうえ、メールまたは封書で
ご応募ください。


